
チャージ電極作成例 
必要材料は５つのみで、簡単に買えるものばかりです。 
１、 梱包用幅広（５０ｍｍ幅）セロハンテープ、カッター付（１００均で購入） 
２、 薄い両面テープ（２０ｍｍ幅）（１００均で購入） 
３、 電線少々（２００ｍｍほど）（カー用品店で購入 ０．７５ｓｑ） 
４、 ギボシ オス（１個）（カー用品店で購入） 
５、 銅ロール（０．１ｍｍ厚）（ホームセンターで購入） 
 
銅ロール例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



電極板の作成 
 
１００ｍｍ＊１００ｍｍ

に銅板を切り出し（０．

１ｍｍの厚さの為ハサミ

で簡単に切れます） 
角は丸く切って怪我をし

ないようにしてください。 
 
電極の大きさは１００ｍ

ｍ＊１００が絶対では有

りません。 
大きいほど効果が期待で

きますが設置のしやすさ

から１５０ｍｍぐらいが

限度でしょう。 
 

電線の取り付け 
 
電極に銅板を選ぶ理由は

ハンダ付けが可能な事が

有ります。 
電線にギボシを取り付け

た後、銅板に電線をハン

ダ付けします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



防水、絶縁作業 
 
梱包用テープの糊の付いてる

側を上にして３列１０ｍｍ程

度重なるようにして並べます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テープの真ん中に電極を置い

て（テープの端が１０ｍｍ程

度余裕があるように）貼り付

けます。 
銅ロール使った場合、裏に糊

が付いているため、紙を剥離

してから貼り付けます） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
電極を貼り付けたあと上から梱

包用テープを同じ様に貼り付け

ます。（上下からテープでラミネ

ート状態になります） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０ｍｍの幅を残してテープの

余分なところを切り取ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
裏に両面テープを図のように貼

り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
余分な両面テープを切り取り完

成です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
貼り付ける時は、車内のなるべく平らで湿度の溜まらないところを選んで隙間のないように貼り付

けてください。（効率に直接影響します） 
 
電極を複数貼り付ける場合はなるべく貼り付ける電極どうしを離して貼り付けてください。（１つは

右後側に電極をはりたうけたら、１つは左前側に貼り付けるように。 
 
電極の素材は、クッキング用のアルミホイルでも良いのですが、電線を取り付ける際にハンダ付け

が出来ない為、ハトメや圧着等の方法を取らないといけなくなります。 
厚さがあるアルミ板の方が強度的に有利です。 
 
尚、当電極は静電方式用のため、電極の消耗は有りません。 
※ 設置場所は、高圧がかかるため絶縁、水濡れ、感電には十分に注意してください。 
 
 



厚さは両面テープの剥離紙が付いた状態で０．５ｍｍ程度です。 


